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ボラシティアスクーjレに参加して、ボラシティアの必要

性を勉強する、善意の奉仕者たち
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意
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言
え
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ま
す
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び
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ポ
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テ
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。
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な
参
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ら
進
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で
時

ボ
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能
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技
術
や
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提
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す
る

こ
実
践
者
と
し
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参
加
す
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こ
と
で
す
。
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ど
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の
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都
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、
産
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現
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、
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然
的
に
非
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間
化
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孤

独
な
ど
い
わ

ゆ
る
人
間
際

外
の
現
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が

い
た
る
と
こ
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に
見
ら
れ

る
の
で
す
。

善
意
や
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ィ
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た
た
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で
も
あ
る
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で
あ
り
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れ
以
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の
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な
い
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思
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。
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を
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、
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も
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、
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そ
の
能

力
に
応
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て
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の
た
め
に
何
か
を

し
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と
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る
と
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、
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与

え
あ
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あ
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が
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す
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。
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扶
い

て
み
て
い
る
こ
と
は
で
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ま
せ
ん
。

つ
ね
に
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ら
の
犠
牲
を
最
少
限

に
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ど
め
、
ま
た
、
人
間
疎
外
か
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更

生
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せ
る
こ
と
は
、
諸
々
の
専
門
家
の

努
力
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な
が
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ま
ご
こ
ろ

銀
行
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ボ
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ン
テ
ィ
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の
役
割
は
大
き
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。
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現
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容

に
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ま

だ
ま
だ
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え
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せ
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が
、
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の

市
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す
る
も

あ
な
た
の

一
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み
よ
く
"
し
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ゆ
き
た
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と
い
う
ね
が
い

と
行
動

F

が
、
と
の
運
動
の
さ
さ
え
と
な

り
ま
す
。

V
Y
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運
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は
、
昭
和
二
十
七
年
に

愛
媛
県
に
誕
生
し
た
も
の
で
す
が
、
現

在
、
県
下
に
は
、
こ
の
仲
間
が
四
千
人

も
お
り
、
弾
馬
や
長
野
な
ど
の
他
の

z

田川一

県
に
も
、
ま
た
、
北
海
道
や
沖
縄
に
ま

で
、
こ
の
運
動
は
拡
ま
っ
て
い
ま
す
。

V
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み
な
さ
ん
忙
し
い
農
業

の
か
た
わ
ら
、
ま
た
、
学
業
や
勤
務
の

か
た
わ
ら
、
あ
る
い
は
工
場
で
、
ハ
ン

大人も小供もいっしょになってネパールの人たち

を救うための古切手を整理するボラシティア i 

ン
テ
イ
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が
集
っ
て
、
熱
心
に
勉
強
し

た
り
、
ま
た
、
ネ
パ
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u
の
人
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を
救

う
た
め
の
古
切
手
な
ど
の
整
理
を
、
み

ん
な
が
協
力
し
あ
い
、
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と
り
あ
っ

て
や
っ
て
い
る
方
々
は
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ど
の
顔
も
明

る
い
平
和
な
明
日
ず
く
り
に
目
を
輝
か

し
て
お
ら
れ
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方
ば
か
り
で
し
た
。
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役
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ず
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今
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ボ
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れ
る
こ
と
に

力
を
そ
そ
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。
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。

成
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般
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に
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る
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Y
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ま
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結
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さ
れ
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お
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ま
せ
ん
。

た
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ま
、
長
浜
町
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協
議
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で
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年
ボ
ラ
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テ
ィ
ア
l

v
y
S
加
入
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

明
る
い
社
会
ず
く
り
の
た
め
に
日

子
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
を
た
か
め

る
た
め
に
/

あ
な
た
の
若
さ
と
情
熱
を
力
い
っ
ぱ
い

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

V
Y
S
運
動
は
、

d

友
愛
ρ

グ
奉
仕

H

H

理畑山
H

の
三
つ
の
信
条
を
か
か
げ

た
青
少
年
の
ボ
一
フ
ジ
テ
イ
ア
運
動
で
す

あ
な
た
の
心
の
中
に
た
ぎ
る
美
し
い

人
間
愛
で
社
会
を
少
し
で
も
明
る
く
住

マ
ー
を
ふ
る
ラ
か
た
わ
ら
、
奉
仕
を
通

し
て
美
し
い
明
日
の
日
本
を
築
こ
う
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
参
加
を
・
・
・
:
あ
な
た
の

若
い
力
が
、
こ
の
運
動
の
さ
さ
え
と
な

る
こ
と
を
:
・
。

み
ん
な
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭和17年4月2白から

昭和25年4月1日まで

に生まれた男子

る月 1'1日から

7月10日まで

※詳しくは近くの警察署叉

は駐在所へ

若い力を郷土のため

に愛媛県警察官採用

資格

てて7 叫

三<:'1ゴ
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(二〉

す
。
六
月
ご
ろ
一
す
る
器
具
や
料
理
を
盛
る
う
つ
わ
も
清

か
ら
お
と
る
中
一
潔
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
な
板

毒
は
、
お
も
に
一
包
丁
な
ど
も
つ
ね
に
熱
湯
で
消
毒
し
て

こ
れ
か
ら
は
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
食
中
一
三
番
目
の
細
菌
性
の
も
の
で
、
と
れ
ら
一
お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。

毒
を
お
こ
し
や
す
い
季
節
で
す
。
一
の
細
菌
は
、
高
祖
国
多
湿
で
よ
〈
繁
殖
し
一
冷
蔵
庫
の
過
信
も
つ
つ
し
ま
ね
ば
な

食

中

毒

の

原

因

は

、

ネ

ズ

ミ

や

ゴ

キ

一

ま

す

。

一

り

ま

せ

ん

。

調

理

し

て

長

時

間

冷

蔵

庫

プ

リ

に

よ

る

病

源

菌

-

に

い

れ

て

お

の

伝

ぽ

が

考

え

ら

れ

記

号

室

炉

お

Z
苫

啄

ユ

同

1

J

E

ー
設
、

J
岡

国

く

の

は

ぜ

ひ

ま
す
が
次
の
点
に
十

2
5連
指

賠

て

菊

し

も

金

鉱

議

避

け

た

い

と

分

留

意

の

必

要

が

あ

」

そ

-
i
1
4

と
ろ
で
す
。

り

ま

す

。

一

ま

た

、

お

ま
ず
、
食
中
毒
に
は
、
①
自
然
毒
一
そ
こ
で
食
中
毒
の
予
防
と
し
て
は
、
一
弁
当
、
こ
と
に
仕
出
し
業
者
の
お
弁
当

(
た
と
え
ば
ブ
グ
の
毒
)
②
化
学
性
物
一
新
し
い
材
料
を
清
潔
な
庖
で
買
い
、
生
一
は
大
量
に
作
る
た
め
、
調
理
し
て
か
ら

質
(
着
色
剤
な
ど
に
入
っ
て
い
る
物
質
一
も
の
は
で
き
る
だ
け
早
く
料
理
し
て
な
一
食
べ
る
ま
で
か
な
り
時
間
が
あ
り
ま
す

な
ど
)
③
細
菌
や
カ
ピ
に
よ
っ
て
お
こ
一
る
べ
く
早
く
食
べ
、
食
べ
残
さ
な
い
よ
一
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
食
べ

る
も
の
、
の
三
つ
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
一
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
と
同
時
に
調
理
一
な
い
こ
と
で
す
。

F

一
鹿
野
川
ダ
ム
放
水
の
と
き
は
一
本
を
示
さ
れ
る
し
ま
っ
で
、
子
ど
も
た

キ

ケ

ン

万

一

オ

オ

レ

ン

が

鳴

り

ま

す

一

ち

の

成

長

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

ム
線
路
で
子
供
を
遊
ば
せ
な
一
い
よ
い
よ
洪
水
期
を
迎
え
ま
一
(
写
真
は
お
母
さ
ん
へ
の
作
文
を
読
む

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

y
-合
し

た

0

1

口
U
M
M
U
H
w
h

気
候
が
よ
く
な
る
と
、
こ
ど
も
が
外
一
の
一
今
年
も
梅
雨
や
台
風
に
よ
る
洪
一
愛
媛
県
は
、
住
宅
建
設
五
ヶ
年
計
画

で
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
、
線
路
に
は
い
つ
一
区
一
水
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
に
も
と
づ
ま
、
県
民
の
一
世
帯
一
住
宅

品
四
日
日
日
日
制
一
は
元
日
目
立
一
日
目
立
町
一
同
ば
印

三
日
た
、
警
報
車
が
巡
回
し
て
お
し
一
か
ら
住
宅
金
融
一
市
つ

7
i

A
Mロ
パ
け
い
ん
ど
は
、
十
四
才
一
一
ら
せ
し
ま
す
か
ら
、
河
流
の
状
一
公
庫
の
融
資
を
一
付
一
別
抗

ま
で
の
こ
ど
も
で
す
。
こ
ど
も
さ
ん
を
一
況
に
ご
注
意
パ
イ
己

h
H
H
一
受
け
て
、
住
宅
一
貸
一

h

j

t

お
も
ち
の
方
は
、
次
の
こ
と
が
ら
を
守
五
白
川
町
民
引
i
と
と
か
ら
、
一
を
建
て
よ
う
と

5
一

泊

ん

る
よ
う
ど
協
力
く
だ
さ
い
o

一
部
落
の
た
め
地
区
の
た
め
に
な
る
こ
と
一
す
る
人
の
ラ
ち

7
1
"雀
そ

山
、
鉄
道
用
地
内
に
は
い
っ
た
り
、
遊
止
を
会
の
し
ご
と
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
吾
鼠
資
金
(
頭
一
頭
一
部

一

一

金

)

の

一

部

が

一

一

議

官

ん

だ

り

し

な

い

と

と

。

一

に

定

例

会

を

ひ

ら

き

、

一

ヶ

月

間

の

丘

一

色

D
る

」

一

不

足

す

る

人

に

一

〈

量

一

伊

川

町

君

、

山
、
線
路
の
う
え
に
石
な
ど
を
お
か
な
一
事
報
告
や
反
省
、
来
月
の
計
画
な
ど
を
一
一
忠
一
区
唱
し

一

一

そ

の

資

金

を

貸

士

費

五

E

1

い
M
と

。

一

は

な

し

あ

い

ま

す

。

そ

し

て

年

中

行

事

一

一

4
リ一

4
2
今
唱

一

一

付

け

る

制

度

を

一

九

又

一

ト

ム

ー

慣

れ

問
、
線
路
や
鉄
橋
を
通
ら
な
い
と
り
」
。
一
や
レ
ク
リ
ェ

l
v
ヨ
ジ
、
研
究
会
、
学
一
設
け
ま
し
た
o

一

品

一

の

b

凶
、
列
車
に
物
を
な
げ
な
い
〉
」
と
c

一
習
会
、
話
し
あ
い
会
な
ど
を
行
っ
て
お
で

:
E
1
一
廷
一

J
t

問

、

踏

切

で

は

、

必

ず

と

ま

っ

て

右

、

一

り

ま

す

。

一

次

一

の

U
U引
一

宅

一

パ

彰

左

を

み

て

わ

た

る

こ

と

。

国

鉄

一

な

か

で

も

、

こ

の

子

供

会

で

は

毎

年

一

「

。

一

直

一

A
J

彊

一=-Ez--iz=喜一一一

aEF--w一三一一三-三一一-一阻害
2
5
一
母
の
日
や
父
の
自
に
は
、
自
分
た
ち
の
二
γ

貸

付

け

を

一

家

一

と

を

べ

人

へ

の

手

本

一

お

母

さ

ん

、

お

父

さ

ん

へ

作

文

喜

三

受

け

る

こ

と

が

一

宇

一

あ

一

家

一

ノ

ノ

一

一

十

一

ノ

て

親

子

会

で

そ

の

発

表

会

を

行

っ

て

お

一

で

き

る

人

口

日

i
z
z

な
か
よ
し
子
供
会
櫛
生
了
、
親
子
い
っ
し
ょ
の
良
い
勉
強
に
な
一

O
県
内
に
居
住
す
る
人

一

っ

て

い

る

こ

と

で

ア

。

一

O
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
の
貸
付
契

i

よ
」
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
に
は
、
み
ん
な

「
み
ん
な
が
い
つ
も
仲
一

く
、
楽
し
い
遊
び
ゃ
行
事
を
一
で
リ
ヤ
カ
ー
や
自
転
車
を
出
し
、
約
四

q
F
D

量
ア
「
一

O
戸
の
ゴ
ミ
処
理
や
清
掃
な
ど
を
行
っ

と
お
じ
て
、
明
る
く
張
し
子
一足

一
之
お
り
ま
す
が
、
何
を
行
う
に
も
時
間

に
」
の
誓
い
の
ゾ
く
優
一

を
守
り
、
い
つ
も
全
員
が
出
席
参
加
し

良
な
子
供
会
が
去
る

i

;

i

p

-

-

j

p

M

-

:

ーi
k

語

五

月

士

一

日

、

母

の

懇

機

4ザ
懇

総

V
J
F
J
礼
子
二

鰯
繍
織
燃
鰍
繍
鱗
鱗
鱗
繍
主1人女Yゾザド{:人:L、トト一一齢織幾鰍

日
に
開
か
か
$
れ
た
畏
浜
瀦
懇
鱗
織
懇
線
綴
譲
綴
懇
総
総
、
哨
じ
袋
じ
対
比
り

黙
総
掛
総
袖
叩
総
吋
¥
綴
綴
総
甑
k江附不γ
¥
レお昨ムふFぜ芯吃丸叫k

、J7
了JJ吋吋絞治削ぷ診0訟瓦
ι

ん一一、却

町
里
子
供
塁
会
代

2表喜
者
雪
の
騒
譲
鱗
鱗
露
鰯
鱗
譲
襲
磯
騒
燃
欝
記
一

JJ李空-小三己hω J 

つ
ど
い
の
席
上
で
知
糠
繍
鱗
繍
欄
4徐
勾
譲
繍
糠
繍
鰻
繍
轍
叩
-
-
《
?
九

事
表
彰
さ
れ
ま
し
主
た
繍
ち

;vF窓
際

ι

審
議
議
¥
J
J
d

こ

の

子

供

会

は

、

感

機

織

機

応

機

簿

提

幣

櫛
生
の

j

「
な
か
よ
し
欝
織
機
織
藤
議
総
三
円
削
減
¥
一
議
後
一

線
機
織
織
機
撚
臨
機
蹴
麟
臨
時
サ
ャ
ト
ア
A
i

為
蹴
隣
閥
紋

子
ど
も
会
」
で
、
会
悪
露
悪
お

l
i
¥
7
n
t
J
i

員
一
八
名
の
明
る
く
て
仲
の
一
己
れ
に
は
地
峡
の
大
人
た
ち
も
M

子
供

良
い
子
供
た
ち
、
ま
ず
、
自
一
た
ち
に
見
習
わ
な
け
れ
ば
w
と
逆
に
手

こ
わ
い
食
中
毒
の
季
節
目

第141号官~カ1'.12 事騒重量(毎月 l回発行)

一知事表彰に{こっこり-

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

V
永
田
さ
ん

豊
茂
の
氷
田
義
邦
氏
は
、
現
金
一
万

円
を
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
「
社
会
福

祉
協
議
会
の
資
金
に
充
当
し
て
ほ
し
い

」
と
、
ま
ど
こ
ろ
銀
行
へ
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

マ
大
宮
さ
ん

豊
茂
の
大
宮
敬
男
氏
は
、
現
金
一
万

円
を
「
地
域
の
発
展
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
豊
茂
士
又
館
へ
寄
付
さ
れ
ま
し

た。
約
が
決
定
し
た
人
で
、
建
設
資
金
の

一
部
が
不
足
す
る
人

二
、
融
資
の
限
度

。
個
人
住
宅
|
住
宅
金
融
公
庫
で
定

め
た
標
準
建
設
費
の
一
一
五
Mm
ま
で

。
住
宅
改
良
i
同
右
の
一
二

O
M
m
ま
で

。
分
譲
住
宅
l
同
右
の
二

O
%
ま
で

三
、
貸
付
け
の
利
率

。
年
八
分
八
鹿
八
毛

四
、
償
還
の
期
限

。
五
年
以
内
(
繰
上
げ
返
済
は
可
)

五
、
選
定
の
方
法

。
無
抽
せ
ん
選
考

六
、
受
付
の
場
所

。
伊
予
銀
行
、
東
邦
相
互
銀
行
、
愛

媛
相
互
銀
行
の
本
庄
(
上
記
以
外
の

金
融
機
関
を
通
し
て
、
公
庫
融
資
を

受
け
た
人
は
、
公
庫
融
資
に
関
す
る

審
査
書
類
の
写
し
を
添
え
て
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
)

七
、
受
付
け
の
期
間

。
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
か
ら
昭
和

四
十
四
年
三
日
三
十
一
日
ま
で

八
、
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
県
建
築

謀
、
各
土
木
事
務
所
建
築
係
子
た
は
受

付
指
定
銀
行
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い

7

-

一

一

夕

、

考

庖

ι
ハ

ペ

フ

一

蕃

備

食

ミ

ブ

製

除

飲

本

出

縫

一

刊

山

地

地

輸

ス

日

名

町

町

久

替

瀬

替

浜

地

松

一

訓

落

荷

船

造

造

H

坊
東
グ
ゲ
団
高
桜
屋
グ
ゲ

追

?

部

稲

千

仁

新

惣

新

今

港

東

加

一
号
-
う

3
P
6
4
4
6
5
6
2
5
0
4
1
1
7
0
5
0
5
1
1
-

一

番

月

前

刀

科

目

u
m
u
u
μ
7
2
お
5
6
什

5
山
崎
町

W

刀
5
6

一

一

-
E
S

吟
子
守
童
日
平
昭
館
郎
利
害
男
重
市

K

馬

丸

ヨ

郎

松

一

一
躍

1

名
様
利
震
一
蹴
川
伊
良
山
石
封
一
正
鶴
…
Mt

角
英
ト
献
一
福
一

昨

町

ミ

川

子

前

下

川

川

浜

本

↑

税

尾

本

百

石

田

田

美

上

方

1

氏

j

坊

野

田

晃

一

線

加

I
詩
田
米
小
木
中
中
今
大
岡
小
坂
西
一
際
宗
白
松
嶋
増
坂
村
一

一

有

冶

1
4
J
7
5
5
9
7
'
1
5
'
/
0
7
!
B
O
Y
4
四
1
7
0
一

!
-
J
4
1
引
み

7
A
2
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2
2
2
3
4
r
4
1
2
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昭和43年6月20日

ー

女

は

よ

き

夫

を

つ

く

る

秀

才

で

な

け

れ

は

な

ら

な

い

ゾ
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
女
性
は
、
自
分
の
夫
の
悪
口
を
言
う
前
に
、
自
が
夫
を
立
派
に
で
き
な
い
無
能

仁

を

恥
e

す
べ
き
だ
。
同
時
に
こ
れ
は
す
べ
て
の
亨
主
族
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
妻
は
つ
く
る
べ
き
も
の
だ
。
自

分
の
女
房
の
な
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
し
ゃ
べ
る
前
に
、
自
分
の
女
房
教
育
の
下
手
さ
を
恥
ず
べ
き
だ
。
夫
婦
は

結
局
似
合
い
の
も
の
だ
。
似
た
も
の
夫
婦
で
あ
る
。
一
方
だ
け
が
よ
か
っ
た
り
、
わ
る
か
っ
た
り
は
し
な
い
。
お

互
い
、
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
夫
婦
の
幸
福
が
あ
る
。

(
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
一
七
九
九

t
一
八
五

O
)
(世
界
名
言
集
か
ら
)

こ
の
欄
と
有
線
放
送
は
必
ず
控
え
て
利
用
し

ま
し
ょ
う
y

M

予
定
変
更
の
時
は
有
線
放
送
で
お
し
ら
せ
し

ま
す
U
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ホ一次結核集団検診
(レントグジ検診)

満 6才以上全員(但し、小
中学校・高校の児童生徒は
各施設、学校で行うから、
これを除く。又各事業所勤
務の人は保健所から通知が
あったときにうけてくたさ
い)

無 料

査

昭和42年1月1日から昭和42年12月31日までに

7
月
お
日
午
後
1
時
集
会

児

生れた人(必ず母子手帳をど持参下さい〕

三か
'"ン

料

幼

無

乳
青島地区

成 人病検診

老人健康診査

7月17日

未定

青島小学校

E該当者1

成人病検診

満40才~満64才まで

老人健康診査

j前65才以上

E検診項目]

医師診療血圧測定尿検査.

〔注意1
現在、病気療養中の方は受

げる必要ありません。
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十

勝

沖

地

震

義
援
金
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

さ
っ
そ
く
送
金
を

者

去
る
五
月
十
六
日
お
き
た
十
勝
沖
地

震
に
よ
る
被
災
者
を
救
う
た
め
に
集
め

ら
れ
た
義
援
金
は
、
長
浜
町
共
同
募
金

会
で
、
そ
の
額
が
ま
と
め
ら
れ
、
つ
ま

の
万
々
か
ら
の
暖
か
い
義
援
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

長
浜
小
学
校
児
童
会
八
六
三
三
円

老
人
ク
一
ブ
ブ
明
友
会
(
出
海
)

八

O
六

O
円

長
浜
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
お
よ
び

4
ノ
@
フ
エ
ロ
1

ズ
楽
団
(
大
測
)

四
三

O
O円

冨

野

モ

モ

ヨ

一

三

五

O
月

長
浜
町
役
場
職
員
一
一
同
五
二
八
九
円

長

浜

町

日

赤

奉

仕

団

三

O
rパ
汽
)
円

合

計

三

O
、
六
三
二
円

今
月
の
和
名
を
「
み
な
つ
ぎ
」
と
い

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
六
月
(
旧
暦

)
は
、
す
べ
て
の
農
作
業
を
し
つ
く
し

た
月
と
い
う
こ
と
か
ら
「
み
な
っ
き
」

と
呼
ば
れ
た
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
本

の
古
い
時
代
で
は
、
農
事
が
最
も
重
要

な
生
活
手
段
で
あ
り
、
植
え
つ
け
、
除

卓
そ
の
他
の
作
業
を
終
る
こ
と
が
一
つ

の
季
節
の
区
別
と
考
え
ら
れ
た
の
で
し

トーで
h
ノ
。

異
説
と
し
て
は
、
こ
の
月
は
暑
熱
き

び
し
く
「
水
泉
満
り
尽
く
る
故
に
水
無

月
と
舌
ヨ
ノ
」
(
俳
諮
歳
時
記
〉
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
旧
六
月
が
太
陽
暦
の
七
月

に
あ
た
る
わ
け
で
す
か
ら
こ
の
説
も
う

な
づ
け
ま
す
。
し
か
し
や
は
り
、
気
象

的
に
多
少
ず
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前

者
が
遇
税
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
常
夏
月
、
鳴
雪
月
、
風

待
月
、
焦
月
な
ど
た
く
さ
ん
の
異
各
が

あ
り
ま
す
。

英
語
で

MES-ジ
ユ
ピ
!
の
き
さ
皆
、

(妃
)

H

5

0

・
の
名
に
由
来
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
月
の
十
一
日
は
入
梅
で

す
。
農
家
に
と
っ
て
は
た
い
せ
つ
な
雨

を
も
た
ら
す
季
節
で
す
が
、
一
般
の
勤

め
人
に
と
っ
て
は
ゅ
う
う
つ
な
時
で
す

ま
ず
、
健
康
に
十
分
注
意
し
て
、
と

く
に
伝
染
病
な
ど
に
か
か
ら
な
い
よ
う

元
気
に
こ
の
雨
季
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

λ
ノ
。

二
十
一
日
の
夏
至
を
過
ぎ
る
と
ぽ
つ

ぽ
つ
晴
天
の
日
も
多
く
な
り
月
末
か
ら

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
、
つ
。


